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本会では、地域支え合い推進員が各地域に伺う中で見つけた住民同士の支え合い活動

を「地域のお宝」として紹介をしています。表紙は、令和元年度に見つけたお宝の一部

です。

地域では、日頃からのご近所づき合いをとおして顔なじみになり、自然な支え合いの

輪が生まれています。
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新
年
度
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人

気

仙

沼
市

社

会

福

祉

協

議

会

会

長

斉

藤

典

夫

本

会

の
活

動

に
対

し

ま
し

て
、

市
民

の
皆

様

に

は
特

段

の

ご
理

解

ご
支

援
を

賜
り

厚

く
御

礼

申
し

上

げ

ま

す

。

昨

年

度

は

令
和
元

年
東

日

本

台
風

に
よ

っ
て

、
各

地

で
は

甚
人

な

被

害

を
受

け

ま
し

た
。

特

に

被
害

の
大

き

な
市

町

で

は
、

社

協

が
中

心

と

な
り

災

害

ボ

ラ

ン
テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー
を

設

置

し

、

被
災

世

帯

の

後

片
付

け

や
生

活

支

援

相

談
員

を
配

置

す

る
な

ど

、
社

協

と
し

て

の
役

割

を
果

た
す

べ

く
、

常

に

住
民

の
立

場

に
立

っ

た
活

動

を
続

け

て

き

ま
し

た

。
本

会

で

も
、

微

力

な

が
ら

協

定

に

基

づ
き

、

被
災

地

へ

職

員
派

遣

を

行

っ

た

と

こ

ろ
で

あ
り

ま

す
。

さ

て

、

昨
年

は
元

号

が
平

成

か

ら

令
和

へ
と

変

わ
り

、

希

望

に

満

ち

た

新
た

な

時
代

の
幕

開

け

と
な

っ

た

わ

け

で
す

が

、

新
型

コ

ロ

ナ

ウ
ィ

ル

ス

の
発

生

に

よ

っ

て
、

そ

の
影

響

は
世

界

の
政

治

・

経
済

を

も
揺

る

が
す

大

き
な

問

題

と

な

っ

て

い

ま
す

。
日

本

国

内

に

お

い

て

も
、

世

帯
収

入

の
減
少

や

衛

生

用

品

の
供

給
不

足

な

ど
、
そ
の
影

響
は
市

民

生

活
に

ま
で
及
ん

で

お
り

、
一

刻

も
早
い
終
息

を

切
に
願

う

ば

か
り
で

あ
り

ま

す
。

本

会

と

い

た
し

ま

し

て

は
、

地

域

福
祉

を
推

進

す

る
民

間

団

体

と

し

て

の
役

割

を
果

た
せ

る
よ
う

、

地

域

の

皆
様

の
ご

理

解

ご

協

力

の

も
と

、

誰

も

が
住

み
慣

れ

た
地

域

で
自

分

ら

し

く

活

き
活

き

と
暮

ら

す

こ

と

が
で

き

る
地

域

づ

く
り

に
邁

進
す

る
所
存

で
ご

ざ

い

ま

す
。

本

年

度

も
多

く

の

関
係

機

関

や

関
係

者

の
皆

様

の
深

い
ご

理

解

を

賜
り

、
役

職

員

一
同

引

き

続

き
信

頼

と

期
待

に
沿

え

ま
す

よ

う
地

域

と

と

も

に

事
業

推

進

に
努

め
て

ま

い
り

ま
す

。

今

後

と

も

皆
様

の

ご
支

援

ご
協

力

を
よ

ろ
し

く

お
願

い
申

し

上

げ

ま
し

て
、

新

年
度

の
ご

挨

拶

と

い
た

し

ま

す
。

国

に

お

い
て
は

、
団

塊

の
世

代

が
後
期

高
齢

者

と

な

る
2
0
2
5

年

に

は
、
高

齢

化
率

が
3
0％

を
超

え

る
と

し
て

お
り

、

急
速

な
少

子

高
齢

化

の
進
展

に

伴

い
、

複
雑

・
多

様
化

し

た
福

祉

ニ
ー

ズ
に

対
応

す

る

た

め
、
地

域

住
民

一
人

ひ

と
り

の
支

え
合

う

共
生

社

会

の
実

現

に

よ
り

、
誰

も

が
安

心
し

て
暮

ら

し
続

け

ら
れ

る
地

域

づ
く
り

の
た

め
、

社
会

保
障

と

税

の
一

体
改

革
を

は

じ

め
と
す

る
一
億

総
活

躍
社

会

に
向

け

て
の

様
々

な
取

り
組

み

を
進

め

て
お
り

ま

す

。

杢

巾
域

で

は
、

東
日

本
大

震

災

か
ら
９

年

が
経

過

し

、

産
業

基
盤

や

イ

ン
フ
ラ

整

備

が
着
実

に

進
み

、

被

災

さ
れ

た
方

々

の
応

急

仮
設

住
宅

か

ら
の

転
居

が

終
了

す

る
見
通

し

と
な

り

ま
し

た

が
、
労

働

環
境

や

少

子

高
齢

化

の
進

展
に

伴

い
、

世
帯

構
成

の

変
化

等

の
生

活
環

境

が
大

き
く

変
わ

り

つ

つ
あ

る
中
、「
生

活

困

窮

等
を

訴
え

る
方
」
、
「
複

合
的

な

課
題

を

抱
え

て

い

る
方
」

や

「
社
会

的

に
孤

立

し
て

い
る
方

」
等

が

増
加

す

る
こ

と

が
予

想

さ

れ
、

こ
れ

ら

福
祉

課
題

に

地

域

と
し

て

あ

る
い

は
気
仙

沼

市
社

会

福
祉

協
議

会

と
し

て

の
取
り

組

む
姿

勢

が
問

わ
れ

て

い

る
状
況

に

あ
り

ま
す

。

気

仙
沼

市
社

会

福
祉

協
議

会

は
、

地
域

福

祉
を

推

進
す

る
民

間
団

体

と
し

て
、

子

供

か
ら
高

齢

者
ま

で

あ
ら

ゆ

る
方
々

と

多
様

な
地

域

課
題

や

ニ
ー

ズ

ヘ
対

応

し

、「
誰

も

が
住

み
慣

れ

た
地

域
で

自
分

ら

し
く

活

き

い
き
と

暮

ら
せ

る
地

域

で
の

共
生

社
会

づ
く
り

」

の
た

め
、

地
域

住

民
と

と

も
に

歩
む

こ

と
を

基
本

と

す

る
第
３

期
地

域

福
祉

活
動

計
画

を

気
仙

沼

市
と

連

携
し

て
策

定
し

、

そ

の
実

施
に
取

り

組

ん
で

お
り

ま

す
。地

域
課

題

で
あ

る
共

生
社

会

の
実

現

に
向

け
て

、

地

区

社
会

福
祉

協

議
会

（
以
下

「
地
区

社

協

」
と

い

う

。
）
と
連

携
し

て
開

催

し

て

い
る
地

域

懇
談
会

で

は
、

地

域

活
動

を

担
う

人
材

確

保
や

育
成

が
重

要

な
課

題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
会
と
し
て
は
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
生
活
が
加
速
す
る
中
に
あ
っ

て
も
、
被
災
者
を
含
め
た
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
と
強
化
が
必
要
と
の
認
識
に
立
ち
、
世
代
間

交
流
に
よ
る
話
し
や
す
い
場
づ
く
り
と
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
の
発
掘
に
努
め
な
が
ら
、
幅
広
い
年
代
の
方
々

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
れ
る
よ
う
な
意
識
の

醸
成
等
、
気
仙
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
果
た
す
役

割
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
推
進
に
当
た
っ
て
は
多
く
の
人
材
と
財
政
負

担
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
本
会
の
財
政
基
盤
は
脆

弱
で
あ
り
、
そ
の
根
幹
を
な
す
介
護
保
険
事
業
や
障

害
者
支
援
事
業
に
関
し
て
は
厳
し
い
経
営
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
事
業
の
統
合
や
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
と

の
連
携
を
視
野
に
入
れ
、
法
令
を
遵
守
し
た
利
用
者

個
々
の
尊
厳
を
基
本
に
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
、
良
質
で
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
と
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
安
定
的

な
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

指
定
管
理
事
業
は
自
立
支
援
事
業
３
事
業
、
介
護

保
険
事
業
３
事
業
、
受
託
事
業
２
事
業
の
合
計
８
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
７
事
業
所
が
今

期
指
定
期
間
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
経
営

状
況
を
鑑
み
、
次
期
の
指
定
に
向
け
判
断
し
て
ま
い

り
ま
す
。

本
会
と
し
て
は
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
を

十
分
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

と
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
さ
ら
な
る
醸
成
を

図
り
、
経
営
状
況
を
適
切
に
判
断
し
て
責
任
と
透
明

性
の
あ
る
運
営
に
努
め
て
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

２ １

・本吉支所生活相談所【場所･ 市社会福祉協議会本吉支所】

電話42-2231( 月曜日･9時30分～11時30分)でお受けしております。(祝日はお休み)
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重点目標

１
　
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
推
進

２
　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
拡
充

３
　
介
護
保
険
事
業
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
へ
の
対
応

４
　
指
定
管
理
事
業
へ
の
対
応

５
　
組
織
体
制
改
革
と
経
営
基
盤
の
強
化

主
な
事
業
内
容

１

法

人

運

営

事

業

・
理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
査
会
の
開
催

・
苦
情
解
決
責
任
者
及
び
第
三
者
委
員
の

設
置

・
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
適
時
開

催委
員
会
の
開
催

２

地

域

福

祉

事

業

・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進

・
地
区
社
協
活
動
へ
の
支
援

・
ふ
れ
あ
い
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
推
進

・
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

提
供

・
本
吉
地
域
福
祉
ま
つ
り
の
開
催

・
本
吉
地
域
ひ
ま
わ
り
会
交
流
事
業
の
開
催

・
子
育
て
支
援
交
流
事
業
の
開
催

・
高
齢
者
交
流
会
の
開
催

・
善
意
銀
行
の
運
営

・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
運
営

３

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

の

運

営

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
相
談
、
調
整
事

ボ ボ 会 各 業
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
、
研
修

の
開
催

ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
の
開
催

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
等
の
活
動
支
援

４

福

祉

教

育

・
福
祉
教
育
活
動
費
補
助
金
交
付
事
業
の

実
施

・
敬
老
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

５

資

金

貸

付

事

業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

・
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

・
生
活
復
興
支
援
資
金
貸
付
事
業

・
特
例
緊
急
小
口
資
金
貸
付
事
業

６

援

護

活

動

・
火
災
に
よ
る
被
災
世
帯
に
対
す
る
見
舞

金
等
の
支
給
事
業

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業

・
交
通
・
海
難
等
遺
児
に
対
す
る
就
学
支

援
費
の
支
給
事
業

・
指
定
通
所
介
護
事
業

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業

・
福
祉
用
具
貸
与
事
業

・
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業

７

生
活
支
援
・
障
害
福
祉
事
業

９

日
常
生
活
白
立
支
援
事
業

剛

在
宅
障
が
い
者
福
祉
事
業

・
障
が
い
者
福
祉
の
推
進
（
交
流
会
、
録

音
・
点
訳
サ
ー
ビ
ス
等
）

・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

②

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
多
機
能
型
事
業
所
の
運
営

・
生
活
介
護
事
業

・
共
同
生
活
援
助
事
業

・
居
宅
介
護
事
業

・
同
行
援
護
事
業

・
児
童
発
達
支
援
事
業

・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業

・
障
害
児
等
療
育
支
援
事
業

・
特
定
相
談
支
援
事
業

③

地
域
生
活
支
援
事
業

・
訪
問
入
浴
事
業

８

在

宅

福

祉

事

業

剛

在
宅
福
祉
事
業

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
在
宅
ふ
れ
あ
い
型
交
流
事
業

・
安
否
確
認
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
介
護
機
器
貸
出
事
業

②

指
定
介
護
保
険
事
業

・
居
宅
介
護
支
援
事
業

・
訪
問
介
護
事
業

・
訪
問
入
浴
介
護
事
業

・
ま
も
り
Ｉ

ぶ
事
業

1 0

市

受

託

事

業

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

・
気
仙
沼
市
「
絆
」
再
生
事
業

・
気
仙
沼
市
西
地
区
高
齢
者
相
談
室
運
営

事
業

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

（
鹿
折
・
唐
桑
地
域
、
本
吉
地
域
）

・
生
活
支
援
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業

・
家
族
介
護
者
教
室
事
業

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

・
気
仙
沼
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営

1
1
団

体

事

務

・
気
仙
沼
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

・
本
吉
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
連
絡
協
議
会

・
気
仙
沼
市
共
同
募
金
委
員
会

・
気
仙
沼
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

・
気
仙
沼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
本
吉
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

・
本
吉
町
遺
族
会

・ふれあい相談センタ ー【場所･ 市社会福祉 協議会本所】

電話22-0709( 月･火･水･金･9時~15時)でお受けしております。(祝日はお休み)

｢心配ごと｣

｢困りごと｣ の相談は…

13
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岬11

桧 皿・人気仙沼市社会福祉協議会令和２年度 資金収支予算書

（自）令和２年４月IEﾖ　 （至）令和３年３月３１曰

勘　定　科　目　　　　 予　算　額

事

業

活

動

に

よ

る

収

支

収

入

会費収入　　　　　　　　　 ８,１２２,０００

寄附金収入　　　　　　　　　 ３１２,０００

経常経費補助金収入　　　 ５２,９５３,０００

受託金収入　　　　　　　１９９,６９０,０００

貸付事業収入　　　　　　　　　２３０,０００

事業収入　　　　　　　　　　２,０９２,０００

負担金収入　　　　　　　　　 ４００,０００

介護保険事業収入　　　　４１６,６２０,０００

就労支援事業収入　　　　　 ８,０２６,０００

障害福祉サービス等事業収入　１８３,０７７,０００

受取利息配当金収入　　　　　　 ２１,０００

その他の収入　　　　　　　　１,９０４,０００

事業活動収入計O ）　　873,447,000

支

出

人件費支出　　　　　　　594,836,000

事業費支出　　　　　　　１５２,１９８,０００

事務費支出　　　　　　　　86,985,000

就労支援事業支出　　　　　8,026,000

貸付事業支出　　　　　　　　　５００,０００

助成金支出　　　　　　　　5,761,000

負担金支出　　　　　　　　　 ５９３,０００

その他の支出　　　　　　　　　940,000

事業活動支出計（2）　　849,839,000

事業活動資金収支差額(3)＝剛－(2)

23,608,000

(単位 ：円)

勘　定　科　目　　　　 予　算　額

畿
謳

鴛

雲
翌

収入
施設整備等収入計（4）　　　　　　　　0

支

出

ﾌｱｲﾅﾝｽ 丿-ｽ 債務の返済支出　　３,２０１,０００

施設整備等支出計 ㈲　　　　3,201,000

施設整備等資金収支差額 佃)＝(4卜 ㈲

▲ ３,２０１,０００

その

他の
活

動
に
よ

る
収
支

収

入

積立資産取崩収入　　　　 ３９,５３８,０００

その他の活動による収入　　 １,３５５,０００

その他の活動収入計（ﾌ）　 ４０,８９３,０００

支

出

積立資産支出　　　　　　　44,659,000

その他の活動による支出　22,903,000

その他の活動支出計（8）　67,562,000

その他の活動資金収支差額(9)＝(ﾌ)づ８)

▲ ２６,６６９,０００

予備費支出 ㈲　　　　　　　　　　　　 ０

当期資金収支差額合計 ㈲＝(3)刊6)十㈲－㈲

▲6,262,000

前期末支払資金残高 ㈲　　　　　１３２,６４９,３０６

当期末支払資金残高 ㈲十㈲　　　１２６,３８７,３０６

地元団体・企業による

社会貢献活動を紹介します!
社協だよりでは、地域とともに歩み、地域を支える社

会貢献活動を紹介してまいります。

「うちはこんな活動をしている」という団体・企業の

皆様、また「あそこはこんな活動をしている」という情

報をお持ちの方は、ぜひ情報をお寄せください。

なお、地域貢献活動についての相談も受け付けており

ますので、お気軽にご相談ください。

◆ お問合せ・連絡先 ◆

気 仙 沼 市 社会 福 祉 協 議 会　 電 話22 －0709

曰頃より本会事業の推進にご理解、ご

協力いただき誠にありがとうございます。

この度、偶数月の15 曰に発行しており

ました気仙沼市社協だよりの発行曰が、

今年度から下記の通り変更となりました

のでお知らせします。

≫社協だより発行日 ≫

５月１日、６月１日、８月１曰

10月１日、12月１日、２月１曰

全国の介護サービス事業所の情報を見ることができます。

介護サービス情報公表システム　http  / ｗｗｗ.ka190kenｓakｕjp/

４ １
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第28 回 宮城シニア美術展
作品募集

・ 募集対象 ／曰本画 ・洋画 ・書・写真 ・工芸

の５部門

●テ ー マ／自由

・ 応募資格 ／県内在住の60 歳以上 のアマチュ

アの方

・出展申込料／１作品500 円(出展は各部門1人1点)

・申 込期間／令和2 年5 月1 曰廊～7 月31 曰廊

・ 展示会場 ／宮城県美術 館 県民 ギャラリー

・ 展示期間／令和2 年9 月３曰困 ～9 月６曰(日)

※入場無 料

・ 審　　 査／各 部門専任 審査員 が審 査し ます。

(表 彰式あ ０)

・ 優秀作品 は、令 和３年 開催予 定の｢ ねん０

んピ ックかな がわ2021｣ 美術 展部門 へ出 展

い たし ます。

お申込み・お問い合わせ

宮城県社会福祉協議会　いきがい健康課

電話022 －223 －1171

http://ｗｗｗ.miyagi-ｓfk.ｎｅt/

躬卜 卜蓼蜃

【助 成 対 象】

新型コロナウィルス感染症

の影響を踏まえた緊急小口

資金の特例貸付について

・対 象 者　新型コロナウィルスの影響を受け、収

入の減少や失業等によ０生活に困窮し

ている世帯で、当座の生活費を必要と

する世帯。１世帯１回のみ。

(世帯の生計中心者が申込人とな０ます)

・貸付上限額　原則10万円以内

(個人事業主等の場合は20万円以内)

※有限会社、株式会社、法人は対象外

・据置期間　１年以内

・償還期限　２年以内

・貸付利子・連帯保証人　無利子・不要

・申 込 先　気仙沼市社会福祉協議会

必要な書類等は、気仙沼市社協( 電話22－0709)

までお問合せください。

今回が最終年度となります

令和2年度住民支え合い活動助成事業のご案内
宮城県共同募金会では宮城県民同士による支え合い活動やボランティア活

動の輪を広め、人々のつながりや被災地域でのコミュニティ再興に取０組む

団体を支援する助成事業を行います。

令和2年度に実施する以下の助け合い活動及びボランティア活動。

１生活支援活動　２サロン活動　３季節の行事　４住民交流事業
【対 象 団 体 】 宮城県 在住者5 名以上で 構成さ れている東日 本大震 災の被災者支援 活動及び復興支援活

動を行っているボランティアグループ やＮＰＯ法人等 の非営利団体及び自治組織など。

【募 集 期 間 】 令和2 年４月20 日より、9 月30 日まで毎月月末締切 により申請を受付けてい ます。

（※ただし、県内の助成金総額2,500 万円に達した時点で締め切りとなりま す。）

【助 成 金 額 】 １団体あたり上 限5 万円

【申 請 方 法 】 気仙沼市共同募金委員会窓口 に備え付けの申請書､ または､ 宮城県共同募金会ホ ーム ペー

ジからダウンロ ード し、必要事項を記入のうえ、気仙沼市共同募金委員会へ持参し てく

ださい。宮城県共同募金会ホ ームペ ージ （http:// ｗｗｗ.ａｋａｉｈａｎｅ.ｏr.jp/ｅr/p6.html ）

【問合せ･提出先 】 気仙沼市共同募金委員会 （気仙沼市社会福祉協議会内）TEL : 22 －0709

令和２年２月15 曰発行社協だより第84 号にて下記のとおり一部記載内容に誤りがありま
|¶?rl ●fi¶11Flllll　した。ここにお詫びして訂正いたします。

８Ｐ「ヘルプカード」をご存じですか？

× 誤４ ０ どこでもらえるの?　Ａ・各地域包括支援センター（松岩･新月、階上･面瀬､鹿折･唐桑､本吉）

○正４ ０ どこでもらえるの?　Ａ・各地域包括支援センター（松岩･新月、階上･面瀬､大島､鹿折･唐桑､本吉）

全国の障害福祉サービス事業所の情報を見ることができます。

障害福祉サービス等情報公表システム　https://ｗｗｗ.ｗam.90jp/sfkohy ｏｏut/COP000100E0000.d ｏ
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この事業は、高齢者等の社会参加。生きがいづくり、身近な地域での介護予防の場づくりを

進め、住み慣れた地域でつながりを持ち暮らし続けられるよう、地域住民の皆さんが主体とな

った助け合い・支え合いの活動ができるような「地域づくり」に取り組むものです。

気仙沼市社会福祉協議会では、「地域 支え合い 推進員」を市内１６地区社協圈域ごとに

配置し、担い手の支援や地域の宝となる社会資源の発掘、関係機関とのネットワークづくりを

行い、地域の中で多様なサービスが提供できるように住民の皆さんとー緒に考えていきます。

地類 聯諮か 肩但漸砿診ZZ ？
地域の中で、昔から 何気なく

当たり前に行われてきた

，支え合い活動を発掘したり、

゛ 新たな支え合い活動の

推進・調整役です。

地 域 の 「 お 宝 」 発 見!!

「地域のお宝とは」普段の暮らしのなかで、当た

り前に行われていることが､ 実は見守りや情報交

換、つながりづくりや支えあい、助けあいの場に

なっています。このような活動や人が集う場など

を「地域のお宝」と呼んでいます。

★交 流 サ ロ ン ・ミ ニ デ イ な ど の 集 い

★近 隣 で の 見 守 り 活 動 な ど 何 気 な く

行 つ てい る こ と

★伝 統 行 事 、 お祭 りなど

「お宝」を地域で大切に育みましよう。

一緒にやりましょう!

みんなで繋がりましょう!

｢あったらいいな｣を応援します!

地区担当の支え合い推進員に

お気軽にお声掛けください☆

自治会・振興会や隣組(班)が一番身近な支え合いの場です。見守り、ゴミ出し、近隣と

の交流、安否確認、外出支援など、地域で行われている様々な活動を推進します。

社 会 福 祉 法 人　 気 仙 沼 市 社 会 福 祉 協 議 会
（本所）昔２２－０７０９ （唐桑支所）昔３１－２０５・| （本吉支所）ａ ４２－2 ２31

６ １
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市
全
域

地域支え合い推進員

(第１層：市社協職員)

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
単
位
の
圏
域

班
（
隣
組
）
単
位
の
圏
域

自
治
会
単
位
の
圏
域

17

あいさつ

声 か け

お茶のみ

員 ・児 童委 員

外出の手伝い

e

おかずの差し入れ
おすそわけ

地区社協ごとの

懇談会等の

話合い場

酒

食材配達

移動販売

交流 会

ゝ

Xﾐ

ヽ

民間企業
＝ ＝ ＝ －

” ＝ ＝ ＝

=皿======
ぐ　 Ｎ Ｐ Ｏ

Ｔ

ﾚ十

］

人

.。･に　　　　　!?IS劈
惣

ゴミ出し,雪かき,電球交換

こんな時こそ、地域の支え合い
新型コロナウィルスの影響によ０、地域の様々な行事も中止や休止を

余儀なくされている中、特に一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯への

見守りや、お互いのつながりが普段よりも必要とされています。

訪問が難しくても、隣近所での見守０ができます。つながりを大切にしましょう。

口昼間でも電気

がついている。

口夜になっても

電気がつかな

い。

口庭先や窓越し

など距離を置

き、あいさつ

や声をかけあ

う。

愕 口何日 も同じ洗

濯物が干した

ままになって

いる。

口知人や友人に

電話をかけて、

お互いの近況

を伝えあう 。

圖盾砂脚鎖引冒 言勉 』涙腿 面 症庖・頌白 忍９

プルタブの受付は終了しました。プルタブはアルミ缶と一緒にリサイクルをお願いします。
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気仙沼市社協地域支え合い活動推進モデル地区社協　活動報告

松岩地区｢水梨回だまりか示又｣( 雷昌 詰監昌譜白:))
ふ

ぇ

」

を
ス

タ
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ト

さ

せ

、
当

初
1
7

名

だ
つ
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参
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者

が
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年
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が
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よ
う
な
場
所
や
私
た
ち
現

役
世
代
が
退
職
し
た
後

も
、
地
域
に

な
っ

て

い

ま

す

。

こ

の

活

動

の

支

え

手

と

し

て

、
水

梨

陽

だ
ま

０

か

ふ

ぇ

に

参

加

し

て

い

る
高

齢

者

が
ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

運

営

に

協

力

し

て

い

ま

す

。
自

家

野

菜

を

提

供

し

た

０

、
手

作

０

ブ

ロ

ー

チ

等

手

芸

講

習

会

の

講

師

や

し

め

縄

づ
く

０

の

準

備

等

、
で

き

る
範

囲
で

活

動

に

協

力

さ

れ
て

お
０

、
生

き
が

い

づ

く
０

に

も

つ

な

が
つ

て

い

ま

す

。

■
高

齢

者

が
イ

キ

イ

キ

と

、
子

ど

も

達

の

声

が
響

く
地

域

に

サ

ロ

ン

開
始

か

ら

間

も

な
く

５

年

の

節

目

を

迎

え

る
に

あ
た

０

、
事

業

を
運

営

す

る
代

表

の

秋

山

順

子

さ
ん

は

、
「
ま

た

参

加

し

た

い

」

と

思

え

る
よ

う
な

サ

ロ

ン

づ

く
０

を
み

ん

な

で

考

え

る

こ

と

と

同

時

に

、
役

割

や

生

き

が
い

を
も

っ

て

地

域

で

暮

ら
し

て

い

け

る

よ

う

、
多

世

代

交

流

事
業

へ

の

積

極

的
な

参
画

に

も

期

待

し

て

い

ま

す

。

「
高

齢

者

の

経

験

と

知

恵

を

頂

き

な
が

ら

、
子

育

て

世

代

も

住

み

や

す

い

地

域

に

な
る

よ

う

協

力

し

て

い

く

こ

と

が
重

要

で

す

。
地
域

、
社

協

様

々

な
団

体

と

連

携

・
情

報

交

換

し

な
が

ら

、
笑

顔

あ
ふ

れ
る

地

域

づ
く

０

の

取
０

組
み

を
今

後

も

目

指

し

て

い

き

ま

す

。
」
と

話
し

て

く

だ
さ

い

ま

し

た

。

ご存じですか? あなたの身近な相談相手｢ 民生委員・児童委員｣

地域福祉を サポート する身 近な 相談相手で す

社会福祉の増進のために、地域住民の立場から生活全般に関する相談・援助活動

を行つています。

地域社会のつなが０が薄くなっている今曰、子育てや介護の悩みを抱える人や、

障がいのある方・高齢者などが孤立し、必要な支援を受けられないケースがあ０ます。そこで、民生委員・児童委員が

地域住民の身近な相談相手とな０、支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めます。

災
ｆ

ポ

賢
診
鸚

・生活に困窮している

世帯

・子どものいる世帯

・妊産婦のいる世帯

・母子・父子世帯

・その他の世帯

担当区域

●

’`　 ■　||‾
Ｆ Ｆ ！

･ＤＶ､いじめ､不登校等

世帯の抱える問題の把握

●
７ ●

・各世帯が必要としてい

るサービスについて情

報提供

勿

㎜　
｜　　　Xy ●
乎 ＝ ｌ

・各種相談

・見守り支援

・福祉サービス利用支援

（在宅福祉、生活費、

子育て支援等）

ご意見・ご感想など、お待ちしています。

TEL0226-22-0709 ／FAX0226-22-4467　E-mail : ke ｓhakyｏ＠ｗａtch.ｏｃｎ.ｎｅjp

Ｊ関係機関 ｜

・市町村

・福祉事務所

・社会福祉

協議会

・児童相談所

・保健所

・教育委員会

・学校

・保育所

・児童館

・医療機関

など

ダ
この広報紙は｢ 赤い羽根｣

共同募金の配分等によ っ

て作成し ましたO
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